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韮崎男性ボランティアの会
シリーズ にらさきを元気にする人たち⑤  

特集大雪の教訓どう活かすか!!

世話人 清水昭二さん



　今年の 2月 14 日（金）から 15 日（土）にかけて降った雪は、100 センチを
超える記録的な大雪となり、交通網は遮断され、県内全体が「陸の孤島」と化し、
市民生活に甚大な影響をもたらしました。
　私たちは、この雪害の記録を後世に伝えるとともに、今回の教訓を今後の防災
対策に活かしていかなければなりません。
　まもなく冬到来！あらためて 2月の大雪を振り返るとともに、有事に備えて何
をすべきかを考えてみましょう！

（２月 15 日 富士見町地区の方々による道路の除雪の様子）

大雪の教訓
どう活かすか!!特集
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■
気
象
概
要

　

２
月
13
日
（
木
）
21
時
に
南
西

諸
島
で
発
生
し
た
低
気
圧
は
、
本

州
の
南
海
上
を
北
東
に
進
み
、
次

第
に
発
達
し
な
が
ら
15
日
（
土
）

明
け
方
か
ら
昼
頃
に
か
け
て
関

東
地
方
沿
岸
に
接
近
し
た
後
、

関
東
の
東
を
北
東
に
進
み
ま
し

た
。
ま
た
、
関
東
地
方
の
上
空
約

１
５
０
０
ｍ
付
近
に
は
マ
イ
ナ
ス

６
℃
以
下
の
寒
気
に
襲
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
低
気
圧
と
上
空
の
寒
気
の

影
響
に
よ
り
、
山
梨
県
は
14
日

（
金
）
未
明
か
ら
15
日
（
土
）
昼

頃
に
か
け
て
雪
が
降
り
、
大
雪
と

な
り
ま
し
た
。

作
業
工
程
と
各
地
区

へ
の
補
助
を
見
直
し

ま
し
た

　

今
回
の
雪
害
は
、
中
央
自
動
車

道
や
国
道
20
号
線
な
ど
の
主
要
幹

線
道
路
の
通
行
止
め
が
生
活
や
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
災

害
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
経
験

水神町付近の様子 2 月 14 日

　

県
内
の
月
最
深
積
雪
は
甲
府
で

１
１
４
㎝
、
河
口
湖
で
１
４
３
㎝

と
な
り
、
い
ず
れ
も
統
計
開
始
以

来
の
極
値
を
更
新
す
る
記
録
的
な

大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

（
甲
府
地
方
気
象
台
発
表
資
料
よ
り
）

■
市
内
の
被
害
状
況

　

市
内
で
は
、
家
屋
の
半
壊
及
び

一
部
損
壊
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の

損
壊
、
こ
の
他
に
も
農
業
用
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
倒
壊
な
ど
の

被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路

も
積
雪
に
よ
り
、
立
ち
往
生
し
た

車
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
交
通
網
が

麻
痺
し
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ほ

か
、
水
道
が
断
水
す
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

を
教
訓
に
、
今
年
度
、
市
で
は
市

道
除
雪
作
業
の
大
幅
な
見
直
し
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

見
直
し
の
内
容
は
、
降
雪
時
の

市
道
の
除
雪
延
長
を
、
昨
年
度

に
比
べ
、
２
０・
７
㎞
増
や
し
、

１
２
０・
７
㎞
の
除
雪
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
な
除

雪
作
業
を
行
な
う
た
め
、
除
雪
業

者
の
担
当
路
線
に
つ
い
て
も
、
地

域
性
、
機
械
の
保
有
状
況
を
考
慮

し
、
改
善
し
ま
し
た
。

※
除
雪
路
線
及
び
担
当
業
者
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　

ま
た
、
積
雪
深
30
㎝
以
上
と
な

っ
た
場
合
の
地
区
実
施
の
除
雪
に

対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
も
見
直

し
を
行
い
、
機
械
に
よ
る
除
雪
を

行
っ
た
地
区
に
対
す
る
１
㎞
当
た

り
の
補
助
金
を
２
万
円
に
引
き
上

げ
た
ほ
か
、
人
力
で
除
雪
を
行
っ

た
地
区
に
つ
い
て
も
、
地
区
均
等

割
の
２
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

大雪被害に対して
お見舞いをいただきました

　本年２月の雪害に際し、韮崎市消防団に長崎県島原市消防団
様から災害のお見舞い金と励ましのお言葉をいただきました。
　今後の消防団活動の充実及び強化に充てさせていただきます。
※平成 3 年に発生した雲仙普賢岳の噴火災害において市消防団では、お

見舞いを贈った経過があります。

■問い合わせ　総務課防災交通担当（内線 339・399）

多大な被害をもたらした
記録的な大雪の概要

地
域
と
行
政
の
連
携
で

災
害
時
に
活
き
る
地
域
力
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市
で
は
、
降
雪
時
の
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
迅
速
か
つ
適
切
な
除
雪
作
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
除
雪

の
要
望
の
全
て
を
行
政
で
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

地
域
ぐ
る
み
の
参
加
と
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
特
に
次
の
よ
う
な
点
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
う
た

め
、
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
作
業
が
後
回
し
に
な
っ

た
り
、
作
業
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
ほ
か
、
交
通
渋
滞
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作
業
車

の
無
理
な
追
い
越
し
は
大
変
危
険

で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。な
お
、

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の

で
お
子
さ
ん
を
近
づ
け
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
雪
の
処
分
は
所
有
敷
地
内
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

車
道
や
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
雪

は
、
交
通
事
故
や
渋
滞
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
に
捨

て
ら
れ
た
雪
は
水
が
あ
ふ
れ
る
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
戸
の
雪

の
処
分
は
所
有
す
る
敷
地
内
で
お

願
い
し
ま
す
。

●
自
宅
前
の
道
路
は
各
自
で
除
雪

し
ま
し
ょ
う

　

除
雪
作
業
車
は
、
短
時
間
で
効

率
的
に
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
各
戸
の
出
入
り
口
や
希
望

す
る
時
間
に
除
雪
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

除
雪
作
業
車
通
過
後
の
出
入
口

は
、
各
自
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
歩
道
や
私
道
、
私
有
地
な
ど
の

除
雪
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

　

市
内
全
域
の
除
雪
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
で
除
雪
計
画
さ
れ

た
道
路
以
外
の
歩
道
、
私
道
、
私

有
地
等
は
除
雪
対
象
外
で
す
の

で
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
私
有
地
の
樹
木
な
ど
の
手
入
れ

を
お
願
い
し
ま
す

　

私
有
地
の
樹
木
が
雪
の
重
み
で

倒
れ
、
車
両
事
故
や
道
路
構
造
物

の
破
損
が
起
き
た
場
合
は
、
所
有

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
庭
木
や
樹
木
、
特
に
竹

林
の
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
線
に
近
い
場
所
で
の

伐
採
は
、
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

事
前
に
相
談
し
て
か
ら
行
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
携
帯

し
ま
し
ょ
う

　

冬
期
の
道
路
は
凍
結
し
ス
リ
ッ

プ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
路
面
の

凍
結
時
に
も
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
冬
用
タ
イ
ヤ

の
装
着
や
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
を
携
帯
す
る
よ
う
万
全
な
装
備

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
道
関
係

　

建
設
課
道
水
路
維
持
担
当

　
（
内
線
２
４
５
）

　

県
道
関
係

　

県
中
北
建
設
事
務
所

　
　
　
　

峡
北
支
所
道
路
課

　

☎
２
３

−

３
０
６
５

広
め
よ
う
共
助
の
輪

　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
大
雪
を
経
験
し
た
韮
崎
市
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
記
録
的
な

大
雪
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
は
想
像
し
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
当
て

は
ま
る
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
想
定
外
の
災
害

の
な
か
で
、
地
域
住
民
が
お
互
い

に
協
力
を
し
て
除
雪
を
行
い
、
立

ち
往
生
し
た
車
や
ト
ラ
ッ
ク
を
救

助
し
、
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ

る
等
の
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
お
互
い
に
支
え
あ
う

「
共
助
」
の
精
神
が
働
い
た
結
果

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
災
害
ほ
ど
、
近
所
同
士

の
つ
な
が
り
、
い
わ
ば
地
域
力
を

感
じ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
か
ら
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
共

助
の
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
韮
崎
市
と
い
う
限
ら
れ

た
エ
リ
ア
の
中
で
迅
速
に
復
旧
を

行
う
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
役
割
を
再
確
認
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

私
た
ち
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
高
め
、
連
携

し
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老人福祉センターでの帰宅困難者への受け入れ
（2月 16日）

早
く
安
全
に
除
雪
を
行
な
う
た
め
に

除
雪
作
業
現
場
か
ら
の
お
願
い
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　「減災」とは、行政が主体となる「防災」とは異なり、
災害からの被害をできるだけ小さくするための地域
住民の日頃からの活動のことです。

自主防災活動に積極的に参加しましょう！
　自主防災組織とは、地域ごとに組織され、災害時
にお互いを助け合う共助の力を持つ存在として、そ
の活躍が期待されています。
　市内では地区ごとに自主防災組織が組織されてお
り、防災訓練、出前塾による勉強会など様々な活動
を行なっています。
　お住まいの地区の自主防災活動に積極的に参加
し、共助の力を高めましょう！

　災害発生後、外部からの支援の手が届くまでには、
最低でも 3日間はかかると言われています。
家庭でも備蓄を行い、3日間は自力で生活できるよ
うに備えましょう。

家庭で常備したい緊急時物資
　飲料水・ラップ・ラジオ・現金・タオル・下着・
雨具・軍手・防寒具・ばんそうこう・ビニール袋・
電池・粉ミルク・カイロ・生理用品・懐中電灯・は
さみ・カッター・ロウソク・トイレットペーパー・
貴重品・名簿（連絡先）・常備薬・ウェットティッ
シュ・空のペットボトルなど

ツイッター＆フェイスブックで災害情報をお届けします！

　平成 23年 3月に発生した東日本大震災や、今年 2月の大雪被害は、私たちに多くの尊い教
訓を残しました。
　この貴重な体験を活かして大雪、台風、地震といった予期せぬ自然災害から自分の財産や生
命を守るために「今すぐできること」をしましょう！

大雪・台風・地震等の災害に備え

3日間自力で生活する力をつけましょう!減災とは…

減　災
主体：住民・企業
KW：自助・共助
整備：減災整備
訓練：減災訓練
義務：自主的

防　災
主体：公的機関
KW：公助
整備：防災整備
訓練：防災訓練
義務：法定

減　災
主体：住民・企業
KW：自助・共助
整備：減災整備
訓練：減災訓練
義務：自主的

防　災
主体：公的機関
KW：公助
整備：防災整備
訓練：防災訓練
義務：法定

指
導
と
要
望
と
協
働

地域防災計画

※KW：キーワード

初
動

応
急

耐
忍

24
時
間

48
時
間

96
時
間

発災平時

直後

復旧

復興
初
動

応
急

耐
忍

復旧

復興

8日目以降

　市では、災害情報を広く市民の皆さんにお知らせするため、ツイッターとフェイスブックによる情報
配信を行ないますので、災害時の備えの一つとして積極的にご利用ください！
　なお、速やかな情報発信を優先するため、当アカウントは情報発信専用とし、原則として皆さんから
のコメントに対する返信等への対応は行いませんので、ご了承ください。
　また、災害時以外には韮崎市の魅力を伝える情報も発信していますので、ぜひご覧ください。

■問い合わせ　企画財政課企画推進担当（内線 356）

https://twitter.com/nirasakicity公式ツイッター

https://www.facebook.com/nirasaki.city公式フェイスブック

注目情報

高めよう自助力 !!高めよう自助力 !!
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給
与
所
得
者
の
方
へ

年
末
調
整
と
は

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
給
与
所

得
者
に
か
か
る
所
得
税
額
は
、
毎

月
給
与
や
賞
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
年
間
分

の
所
得
税
の
総
額
と
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
年
間

の
給
与
総
額
が
確
定
す
る
年
末

に
、
会
社
へ
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
で
、
そ
の
年
の
税
額
の
過
不

足
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
末

調
整
に
よ
り
、
給
与
所
得
者
は
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
年
末
調
整

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
方
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

は
お
早
め
に
！

　

給
与
支
払
者
は
、
支
払
い
を
受

け
る
人
（
給
与
所
得
者
）
の
居
住

す
る
市
町
村
に
、
一
年
間
に
支
払

っ
た
給
与
等
の
明
細
で
あ
る
【
給

与
支
払
報
告
書
】
を
提
出
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
給
与
支
払
報
告
書
は
、
住

民
税
の
課
税
や
、
諸
証
明
発
行
の

資
料
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
全

て
の
受
給
者
（
専
従
者
・
退
職
者
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
少
額
受
給
者
も

含
む
）
に
つ
い
て
作
成
し
、
必
ず

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
与
支
払
報
告
書
の
用
紙
は
市

税
務
課
窓
口
で
も
配
布
し
て
お
り

ま
す
。

■
提
出
期
限

　

平
成
27
年
２
月
2
日
（
月
）

■
提
出
先

　

給
与
所
得
者
が
平
成
27
年
１
月

１
日
現
在
に
居
住
す
る
市
町
村

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

税
務
課
市
民
税
担
当

　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

■
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
事
業
を
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用

い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の

有
形
資
産
の
こ
と
で
、
土
地
や
家

屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

※
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
資
産

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で

　

所
有
す
る
償
却
資
産

・
構
築
物
（
広
告
塔
・
舗
装
路
面
・

　

水
槽
・
煙
突
な
ど
）

・
機
械
お
よ
び
装
置

　
（
製
造
設
備
な
ど
）

・
車
両
お
よ
び
運
搬
具

　
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課

　

税
対
象
は
除
く

・
工
具
・
器
具
・
備
品（
事
務
機
器
・

　

各
種
工
具
な
ど
）

■
申
告
期
限

　

平
成
27
年
２
月
2
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
告
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

年
末
調
整
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
！

税の申告準備は
お早めに!!

個人住民税の
特別徴収制度について

　「個人住民税の特別徴収」とは、事業主の
皆さんが国税の所得税と同様に特別徴収義
務者として、個人住民税を従業員に支払う
給与から毎月徴収し、その従業員に代わっ
て従業員の住所地の市町村に納入していた
だく制度です。
　地方税法や市の条例により、従業員の個
人住民税は原則として特別徴収により納め
ていただくことになっています。

	 ア　総受給者が２名以下
	 イ　乙欄該当者
	 ウ　給与支払金額が少額
	 エ　給与の支払が不定期
	 オ　青色専従者
	 カ　退職（退職予定）

■問い合わせ　税務課市民税担当
（内線 153 ～ 155）

━ ご注意ください！━
　特別徴収が厳格化されたことにより、総
括表または給与支払報告書に次のア～カの
理由が記載されていない従業員は、特別徴
収となりますのでご注意ください。

事
業
主
の
方
へ

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
！

2014.12
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自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
毎

年
４
月
１
日
に
自
動
車
等
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
次
の
場
合
は
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

・
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た

・
自
動
車
を
廃
車
し
た

・
売
買
な
ど
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た

・
改
造
し
て
排
気
量
が
変
わ
っ
た

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
怠
る
と
、

下
取
り
に
出
し
処
分
・
譲
渡
し
た

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
農
耕
車
の
納

税
通
知
書
が
届
く
こ
と
や
、
新
し

い
所
有
者
に
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
自
動
車
、バ
イ
ク
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
手
続

き
が
済
ん
で
い
る
か
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま

バ
イ
ク
等
を
知
人
に
貸
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。　
　

☆
標
識(

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

を
譲
渡
し
た
り
貸
し
付
け
た
り
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

（
市
税
条
例
93
条
８
）。

　

安
易
に
貸
し
た
り
せ
ず
、
必
ず

廃
車
や
譲
渡
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

＊
普
通
自
動
車

　

総
合
県
税
事
務
所

☎
０
５
５

−
２
６
２

−

４
６
６
２

＊
軽
自
動
車
・
原
付
・
バ
イ
ク

　

市
税
務
課
市
民
税
担
当

　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

自
動
車・
バ
イ
ク
・
農
耕
車

登
録
・
廃
車
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

車　両 手続き先 電話番号
普通自動車 山梨陸運局

（山梨運輸支局） 050-5540-2039
バイク（250cc 超）

軽自動車
軽自動車協会 050-3816-3121

バイク（125cc 〜 250cc）

原動機付自転車（50cc ～ 125cc）
韮崎市役所 0551-22-1111

(153/154/155)農耕車（トラクター等）

購　入 保　有 使用

自動車取得税（県税） 自動車税（県税） 【ガソリン消費】

消費税（国税） 軽自動車税（市税） 　・揮発油税（国税）

地方消費税（県税） 自動車重量税（国税） 　・地方道路税（国税）

【軽油消費】

　・軽油取引税（県税）

登録・変更・廃車の手続き先一覧

自動車等にかかる税金一覧

　最近、ソーラーパネルのついている屋根をたくさん見かけるようになりました。昼間電力を売り、夜
間の安い電気を買うことで賢く節約されている方も多いと思います。
　しかし、うっかり申告を忘れている方はいらっしゃいませんか？自宅の屋根などで発電して電気を売
った場合は雑所得、またお店やアパートの屋根などで発電して電気を売った場合は事業所得や不動産所
得となり、収入・経費のわかるものを整
理して申告する必要があります。
　ソーラーパネルを設置したときの費用
や受け取った補助金の額、毎月の売った
分、買った分両方の電気代の明細が必要
です。申告に備えて毎月分をそろえてお
きましょう。大掃除で捨ててしまわない
ように注意してください。

■問い合わせ　 税務課市民税担当
	 （内線 153 ～ 155）

ご存知ですか？

太陽光発電の売電収入は申告が必要です
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12月から児童扶養手当と公的年金の併給が開始
　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給する方は児童扶養手
当を受給できませんでしたが、平成 26 年 12 月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の
児童扶養手当を受給できるようになります。
※ 児童扶養手当の概要については、広報７月号の 11 ページをご参照ください。

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
　・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
　・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
　・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合  など

＜参考：児童扶養手当の月額＞ （平成 26 年 4 月～）
　・子ども 1 人の場合　全部支給：41,020 円　一部支給：41,010 円～ 9,680 円（所得に応じて決定）
　・子ども 2 人以上の加算額　2 人目：5,000 円、3 人目以降 1 人につき：3,000 円

※ 児童扶養手当を受給するためには申請が必要です。まずは福祉課へご相談ください。
　（聞き取り調査等を行い、支給資格対象となる方には必要書類等をご説明いたします）　

■問い合わせ　福祉課子育て支援担当　（内線 175）

大切なお知らせです！

12月から児童扶養手当と公的年金の併給が開始

●
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
と
は
？

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
が
、
１
年
間
（
毎
年

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま

で
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額
の
合

計
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
に
よ
り
限
度
額
を

超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
ま
た
は

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支

給
さ
れ
た
金
額
は
、
自
己
負
担
額

か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

●
平
成
27
年
１
月
に
通
知
を
発
送

　

平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
７
月
31
日
の
１
年
間
に
つ
い

て
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
る
見
込

み
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
１
月
頃
、
山
梨
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
よ
り
通
知
と
申

請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
ど
う
す
れ
ば
支
払
わ
れ
る
の
？

◇
申
請　

通
知
に
同
封
さ
れ
た
申

　

請
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
市
役

　

所
市
民
課
国
保
医
療
担
当
へ
ご

　

提
出
く
だ
さ
い
。

※
提
出
先
は
平
成
26
年
７
月
31
日

　

に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村

　

と
な
り
ま
す
。

※
申
請
の
時
効
は
通
知
が
お
手
元

　

に
届
い
て
か
ら
２
年
間
で
す
。

◇
支
給
は
２
か
所
か
ら

【
医
療
分
】

　

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
申
請
か
ら
支
給
ま
で
２
～
３
ヶ

月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。）

【
介
護
分
】

　

医
療
分
支
給
（
不
支
給
）
決
定

後
、
市
役
所
介
護
保
険
課
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９・
１
３
７
）

・
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（
内
線
１
１
２・
１
１
３・
１
１
４
）

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５

−

２
３
６

−

５
６
７
１

高額介護合算療養費の自己負担限度額（年額）

所得区分
後期高齢者医療制度

＋
介護保険

現役並み所得者
（3割）

同一世帯に住民税課
税所得が 145 万円以
上の後期高齢者医療
制度の被保険者がい
る方

67 万円

一般
（1割）

現役並み所得者、低
所得者以外の方 56 万円

低所得者Ⅱ
（1割）

世帯員全員が住民税
非課税である方 31 万円

低所得者Ⅰ
（1割）

世帯員全員が住民税
非課税で、各種収入
等から必要経費・控
除（公的年金の場合
は 80 万円）を差し
引いた所得の合計が
0 円となる世帯の方

19 万円

後
期
高
齢
者
医
療
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

丨
利
用
者
負
担
の
軽
減
の
お
知
ら
せ
丨

2014.12
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A
B

O
AB

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
い
ず
れ

も
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治
療
が
可

能
な
が
ん
で
す
の
で
、
自
分
の
た

め
、
家
族
の
た
め
に
年
に
一
度
は

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
総
合
健
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

＊
乳
が
ん
検
診

　

本
年
度
25
歳
以
上
に
達
す
る
方

＊
子
宮
が
ん
検
診

　

本
年
度
20
歳
以
上
に
達
す
る
方

＊
人
間
ド
ッ
ク

　

韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

で
、本
年
度
40
歳
か
ら
74
歳（
平

　

成
27
年
３
月
31
日
現
在
）
に
達

　

す
る
方

＊
脳
ド
ッ
ク

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

本
年
度
50
歳
以
上
（
平
成
27
年

３
月
31
日
現
在
）
に
達
す
る
、

前
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方

■
受
付
期
限

　

12
月
12
日
（
金
）
ま
で

■
受
付
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
（
受
付
時
）

・
健
康
保
険
証

・
自
己
負
担
金

　

乳
が
ん　
　

１
，
０
０
０
円

　

子
宮
が
ん　

２
，
０
０
０
円

　

※
70
歳
以
上
は
無
料

★
市
で
は
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

＊
人
間
ド
ッ
ク
（
助
成
額
）

　
男
性　
２
３
，
０
０
０
円

　
女
性　
２
８
，
０
０
０
円

＊
脳
ド
ッ
ク
（
助
成
額
）

　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３

−

４
３
１
０

　

全
国
的
に
風
し
ん
の
感
染
が
広

が
り
を
見
せ
る
中
で
、
妊
婦
等
の

感
染
予
防
を
一
層
強
化
し
、「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
発
生
を

予
防
す
る
た
め
、希
望
者
に
対
し
、

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
妊
娠

を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女

性
及
び
そ
の
家
族
等
で
、
昭
和
39

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
対
象
予
防
接
種

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

■
助
成
対
象
の
接
種
期
間

　

12
月
31
日
（
水
）
ま
で

■
助
成
方
法
：
償
還
払
い

　

接
種
費
用
を
医
療
機
関
窓
口
で

全
額
自
己
負
担
を
し
て
い
た
だ

き
、
接
種
後
３
ヶ
月
以
内
に
助
成

金
申
請
手
続
き
に
よ
り
、
費
用
の

一
部
を
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

■
助
成
額

  

接
種
費
用
の
1
／
2
（
１
０
０

円
未
満
切
捨
て)

■
申
請
方
法

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
又
は
、

郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
限

　

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

■
申
請
に
必
要
な
書
類

①
領
収
書
の
原
本
又
は
接
種
費
用

の
支
払
い
が
わ
か
る
も
の

※
領
収
書
等
に
は
、「
接
種
費
用
、

接
種
を
受
け
た
方
の
氏
名
、
接

種
年
月
日
、
ワ
ク
チ
ン
名
」
の

記
載
が
あ
る
こ
と
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

②
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

③
印
鑑

④
申
請
書
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
①
領
収
書
等

と
④
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申

請
書
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
郵

便
の
不
着
等
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
責
任
を
負
い
か

ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
４
０
７
‐
０
０
２
４

　

韮
崎
市
本
町
三
丁
目
６
番
３
号

　

韮
崎
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３

−

４
３
１
０

　

よ
り
安
全
性
の
高
い
輸
血
の
た

め
、
健
康
な
皆
さ
ん
の
血
液
が
必

要
で
す
。

　

少
し
の
時
間
で
救
え
る
命
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

《
問
診
判
断
基
準
の
変
更
事
項
》

　

平
成
25
年
４
月
１
日
採
血
分
よ

り
次
の
服
薬
・
疾
患
に
係
る
問
診

判
断
基
準
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

☆
降
圧
剤
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
は
、
降
圧
剤
を
２
種

類
以
上
服
用
し
て
い
る
方
の
献
血

は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
複
数
剤
の
降
圧
剤
を
服
用

し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
血

圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好
で
合

併
症
が
な
け
れ
ば
、
献
血
を
お
願

い
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　■

日
時　
12
月
9
日
（
火
）

　

10
時
～
11
時
30
分　
　
　

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　

市
献
血
推
進
協
議
会

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
３

−

４
３
１
０

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
、
人
間
・
脳
ド
ッ
ク

各
種
検
診
の
受
診
券
発
行
の
受
付

は
12
月
12
日
ま
で
！

風しん・麻しん
風しん混合ワク
チンの接種費
用の一部を助
成しています！

少
し
の
時
間
で
救
え
る
命

献
血
に
行
こ
う
！
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平
成
27
・
28
年
度
の
競
争
入
札

へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の

方
は
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
期
間
に
必
ず
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

【
窓
口
受
付
】

　

平
成
27
年
１
月
８
日
（
木
）

　

～
１
月
23
日
（
金
）

【
郵
送
受
付
（
必
着
）】

　

平
成
27
年
１
月
８
日
（
木
）

　

～
１
月
30
日
（
金
）

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
入
札・契
約
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
契
約
管
財
担
当

　
（
内
線
３
３
７・
３
３
８
）

　

市
で
は
、
大
学
や
短
大
、
各
種

専
門
学
校
へ
進
学
を
希
望
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
育
英
奨
学
金
の

貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
資
格
要
件
の
全
て
を
満
た

す
方

・
本
人
、
保
護
者
が
市
内
に
１
年

以
上
住
ん
で
い
る
方

・
大
学
生
、
短
大
生
及
び
各
種
専

門
学
校
に
在
学
中
又
は
進
学
す

る
方

・
学
業
、
人
物
が
優
れ
、
か
つ
健

康
な
方

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
方

■
貸
付
額
等　
年
額
24
万
円

■
貸
付
期
間

決
定
時
か
ら
在
学
す
る
学
校
の

最
短
修
業
年
限
ま
で

■
奨
学
金
の
返
還

　

10
年
以
内
返
済
（
半
年
賦
）

　

無
利
子

※
貸
付
終
了
時
に
、
本
人
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
と
、
返
還
金

の
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
書
類

・
窓
口
配
布
開
始

　
平
成
27
年
１
月
７
日
（
水
）

・
配
布
場
所

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当
窓
口
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
平
成
27
年
１
月
７
日
（
水
）

　
～
３
月
３
日
（
火
）

◆
韮
崎
市
育
英
奨
学
金
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
６
年
に
若

宮
二
丁
目
在
住
の
渡
邊
勇
三
氏（
故

人
・
元
進
学
塾
渡
辺
の
門
経
営
）

か
ら
、
市
に
寄
付
さ
れ
た
七
千
万

円
を
原
資
と
し
「
韮
崎
市
育
英
奨

学
基
金
」
を
設
立
、
こ
の
基
金
を

活
用
し
た
奨
学
金
で
す
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
に
１
０
０
名

の
方
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

　
（
内
線
２
６
４・２
６
５
）

　

平
成
26
年
度
の
農
業
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
12
月
28
日
ま
で
に

は
農
政
協
力
員
を
通
じ
て
届
け
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
登
載

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
１

月
９
日
（
金
）
ま
で
に
農
政
協
力

員
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
選
挙
人
名
簿
登
載
要
件

を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

必
ず
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
と
は

　

法
律
で
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
３
月
31
日
ま
で
に
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
選
挙
人
名

簿
登
載
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

で
も
申
請
書
が
農
業
委
員
会
に
提

出
さ
れ
な
い
と
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
登
録
さ
れ
な

い
と
、
農
業
委
員
の
選
挙
に
投
票

す
る
こ
と
や
リ
コ
ー
ル
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
載
要
件

（
①
と
②
は
必
須
。
③
は
（
ア
）
か

ら
（
ウ
）
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
）

①
当
該
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
住
民

登
録
の
あ
る
方

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）

③
次
の
（
ア
）
か
ら
（
ウ
）
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
ア
）
10
ア
ー
ル
（
１
，０
０
０
㎡
）

以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務

を
営
む
方

（
イ
）
耕
作
を
営
む
方
の
同
居
の
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
住
所

が
同
一
で
生
計
を
と
も
に
し
て
お

り
、
年
間
60
日
以
上
の
耕
作
を
し

て
い
る
方

（
ウ
）
一
定
面
積
以
上
の
農
地
に
つ

い
て
耕
作
の
事
業
を
営
む
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は

株
主
（
そ
の
耕
作
に
従
事
す
る
日

数
が
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
日

数
に
達
し
な
い
と
農
業
委
員
会
が

認
め
た
も
の
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
２
２
６
）

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
就
学
を
支
援
し
ま
す

韮
崎
市
育
英
奨
学
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
27・28
年
度
の

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

10 
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が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
は
、
多
額
の
経

費
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が

①
不
要
品
の
購
入
を
控
え
る

②
生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底

③
資
源
ご
み
の
分
別
を
す
る

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み

の
排
出
量
が
削
減
さ
れ
、
経
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
環
境
政
策
担
当

（
内
線
１
３
１・
１
３
２
）

　

本
市
の
ご
み
の
処
理
は
、
韮

崎
・
北
杜
・
甲
斐
の
３
市
で
構
成

す
る
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
が

運
営
を
行
う
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お

か
（
峡
北
広
域
環
境
衛
生
セ
ン
タ

ー
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
市
が
ご
み
の
処

理
の
た
め
に
要
し
た
経
費
は
、
表

１
の
と
お
り
で
、
市
民
一
人
当
た

り
の
年
間
排
出
量
が
約
１
㎏
増
え

た
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
収

支
は
、表
２
の
と
お
り
で
、収
集
量

【表1】ごみの処理費用

【表2】資源リサイクル
収　　集　　量 924,810 ㎏（前年度比　53,890 ㎏減）

売 払 収 入（A） 1,767,987 円（前年度比　595,415 円減）

処　分　費（B） 2,094,982 円（前年度比　114,223 円増）

収集運搬費（C） 13,749,120 円（前年度比　増減なし）

経  費（A-B-C） △ 14,076,115 円（前年度比　481,192 円減）

ごみ処理量 6,163,030 ㎏ 市民 1 人あたり　198.55 ㎏
（前年度比　0.95 ㎏増）

ごみ処分費 324,728,872 円 市民１人あたり　10,462 円
（前年度比　2,176 円増）

 （内訳）
   峡北広域環境衛生センター負担金　283,771,000 円
   （前年度比　24,074,000 円増）
   収集運搬費　40,957,872 円（前年度比　増減なし）

大掃除前に再確認！
ごみ出しルールを守ってください！

　毎年、年末の大掃除に伴い家庭から出される「ごみの排出」ルールが
守られていない場合が見受けられます。ごみステーションに出す場合は
次の事項を必ず守ってください。
　①決められた日の午前８時までに出す。（収集後のゴミ出しは厳禁）
　②可燃・不燃・資源ごみの分別をしっかりする。
　③市で収集できないものは個人で責任をもって処理する。

◆収集できないもの
　・建築物解体時に生じた木材、トタン、雨どい、畳等
　・農業により排出されたマルチ、育苗箱等、プラスチック製品
　・家電リサイクル品目（テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・衣類乾燥機）、パソコン類
　※分解等をしても収集はできません。
　※エコパークたつおかの自己搬入についても市で収集できないものは、同様に受付することができません。

　詳細については、各戸配付してあります「平成 26 年度ごみ・資源物収集カレンダー」や「ごみ分別
マニュアル」を再確認してください。さわやかな新年を迎えるにあたり、地域のごみステーションを清潔
に保つよう、皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　環境課環境政策担当（内線 131・132）

市民１人あたり　453 円の負担（前年度比 15 円増）

負担金＝組合費＋民生費＋建設費　ごみの搬入量＝処理場の持込総量
人口＝31,039 人（平成 25 年度末人口、前年度比　△ 303 人）

大掃除前に再確認！
ごみ出しルールを守ってください！

ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費
を
公
表

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結
し

て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

寒
波
が
到
来
す
る
前
に
、
保

温
材
な
ど
で
水
道
管
に
防
寒
措

置
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
年

末
年
始
に
水
道
管
の
修
理
が
必

要
な
場
合
に
は
、
次
の
水
道
工

事
指
定
店
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
～
６
１
７
）

日　付 曜日 指定店名 電　話
12 月 27 日 土

㈱ヤザキ工業 090-8892-4291
12 月 28 日 日
12 月 29 日 月

菊島設備㈱ 0551-22-0382
12 月 30 日 火
12 月 31 日 水

細田設備 0551-27-2214
1 月 1 日 木
1 月 2 日 金

㈱日設管興 090-3319-0520
1 月 3 日 土
1 月 4 日 日 八代設備 0551-25-5511

年
末
年
始
の

水
道
工
事
指
定
店

を
お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
ご
注
意
！ 
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施設名 問い合わせ 休館期間
市役所 ☎ 22-1111 12 月 27 日 ～ 1 月 4 日
市立病院（※ 救急患者除く） ☎ 22-1221 12 月 27 日 ～ 1 月 4 日
保健福祉センター ☎ 23-4310 12 月 27 日 ～ 1 月 4 日
老人福祉センター ☎ 22-6944 12 月 28 日 ～ 1 月 4 日

ゆ～ぷる韮崎 ☎ 20-2222 12 月 31 日 ～ 1 月 1 日
※29 日（月）は休まず営業します

スポーツ施設（御勅使サッカー場・
グリーンフィールド穂坂含む） ☎ 22-0498 12 月 29 日 ～ 1 月 3 日

市営火葬場（市民課） ☎ 22-1111 1 月 1 日 ～ 1 月 3 日
市民交流センター「ニコリ」 ☎ 22-1121 12 月 29 日 ～ 1 月 3 日
  市立図書館 ☎ 22-4946 12 月 28 日 ～ 1 月 3 日
  子育て支援センター ☎ 23-7676 12 月 28 日 ～ 1 月 3 日
  ふるさと偉人資料館 ☎ 21-3636 12 月 29 日 ～ 1 月 3 日
東京エレクトロン韮崎文化ホール ☎ 20-1155 12 月 29 日 ～ 1 月 3 日
韮崎大村美術館 ☎ 23-7775 12 月 28 日 ～ 1 月 1 日
民俗資料館 ☎ 22-1696 12 月 29 日 ～ 1 月 3 日
穗坂自然公園（農林課） ☎ 22-1111 12 月 1 日 ～ 3 月 31 日

児童センター

韮☎ 22-7687

12 月 27 日 ～ 1 月 4 日東☎ 23-5550
西☎ 22-1775
甘☎ 23-1535

★市民バス　1 月 1 日全線運休
　12 月 29 日～ 31 日・1 月 2・3 日は休日運行
★市民バス学生割引（全路線）　
　12 月 20 日～ 1 月 10 日　対象：小中高大生　全区間 1 回 50 円
★証明書のコンビ二交付
　年末：12 月 28 日 午後 11 時まで利用可能　
　年始：1 月 4 日 午前 6 時 30 分から利用可能　

　

山
梨
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
は
、
11
月
の
時
点
で
す
で

に
昨
年
の
38
人
を
上
回
る
な
ど
大

変
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
特
に

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
事
故
の
被

害
者
及
び
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

年
末
は
一
年
の
中
で
も
日
没
が

早
く
交
通
量
も
増
え
る
時
期
で
す

の
で
、
悲
惨
な
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運

動
（
12
月
１
日
～
31
日
）
の
重

点
目
標

①
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防

止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
悪
質
・
危

険
な
運
転
の
追
放

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
上
向
き

ラ
イ
ト
活
用
の
徹
底
と
反
射
材

使
用
の
推
進

④
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

⑤
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

⑥
自
転
車
の
安
全
（
適
正
）
利
用

の
推
進

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
（
内
線
３
３
９・
３
９
９
）

　

認
知
症
の
高
齢
者
等
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
時
に
、
い
つ
で
も
迅

速
な
対
応
を
行
え
る
よ
う
、
10
月

15
日
（
水
）
に
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
模
擬
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
捜
索

協
力
機
関
で
あ
る
韮
崎
警
察
署
、

韮
崎
消
防
署
、
市
内
タ
ク
シ
ー
会

社
４
社
、
韮
崎
郵
便
局
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
韮
崎
駅
、
市
役
所
の
関
係
部

署
が
毎
年
合
同
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
訓
練
の
報
告
と

反
省
を
行
う
会
議
も
実
施
し
、
課

題
の
整
理
と
改
善
策
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
認
知
症
高
齢
者
に
よ

る
徘
徊
は
、
全
国
的
に
も
ニ
ュ
ー

ス
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
要
な

課
題
で
す
。
今
後
も
訓
練
と
会
議

の
内
容
を
活
か
し
、
有
効
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

　

認
知
症
の
方
が
徘
徊
に
よ
り
行

方
不
明
に
な
っ
た
際
、
少
し
で
も

早
く
発
見
で
き
る
よ
う
平
成
23
年

度
に
立
ち
上
が
っ
た
、
認
知
症
の

人
の
安
全
と
家
族
の
安
心
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
事
前

に
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ

の
あ
る
方
に
つ
い
て
、
家
族
等
か

ら
登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
必
要
な
情
報

を
協
力
機
関
に
伝
達
し
、
多
く
の

目
で
見
守
る
こ
と
に
よ
り
早
期
発

見
に
つ
な
げ
る
た
め
の
制
度
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
３

−

４
４
６
４

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
！

年末年始の施設等の休館日
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
！
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　市の人事行政の運営について、公正性と透明性を高めることを目的に、その概要をお知らせします。
　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与等を参考にしながら、市議会の審議を経て条例や規則などで定めら
れています。その内容は、基本給としての給料と、扶養・住居・通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当など
があります。

（単位：人・千円・％）

区　分 人口（H26.3.31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 前年度
25年度 31,039 12,936,003 1,930,599 14.9 15.4 

（注）　人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含む。

（注）給与月額は給料と諸手当を合計したものです。

平均給料月額 平均給与月額
H25 H26 H25 H26

316,500 316,000 357,700 360,700

5

人件費の状況（一般会計決算）

一般行政職員の平均給与月額と
年齢別の内訳（4月1日現在）

1

（単位：人・千円）

区　分 職員数（Ａ） 給　与　費 一人当たり給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計（B）

25年度 223 788,989 92,316 298,332 1,179,637 5,290 
（注）職員手当には退職手当は含まず。職員数は平成 24 年 4 月 1 日現在の人数。

2 職員給与費の状況（一般会計決算）

　同種の職種・経歴に該当する国家
公務員の給与額を 100 とした場合
に対して地方公務員の給与額につい
ての数値です。平成 25 年 7 月 1 日
の数値は給与削減後のものです。

＊（参考値）は、国家公務員の時限的（2
年間）な給与改定特例法による措置

（減額）が無いとした場合の値
＊ 23 年度「韮崎市」、「全国市平均」

及び H25.7.1「韮崎市（参考値）」
の数値なし

3 ラスパイレス指数

4 職員の初任給の状況
（平成26年４月1日）

（単位：円）

区　分 大学卒 短大卒 高校卒
一般行政職 172,200 152,800 140,100

23 年度 24年度 25年度 H25.7.1
 韮崎市 107.1 108.2 101.1
 韮崎市（参考値） 98.7 98.9 99.9
 全国市平均 106.9 106.6 104.0
 全国市平均（参考値） 98.8 98.8 98.5 100.7

90.0
92.0
94.0
96.0
98.0

98.7 98.8 98.8

107.1

98.9

106.9
108.2

106.6

101.1
104.0

100.799.9 98.5100.0
102.0
104.0
106.0
108.0
110.0

■年齢別の平均給与月額
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200

300

400

500

600月
額（
千
円
）
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年齢

 H25　  H26

206
192

221
253

310
349

398

471
432

494
524

223
261

312
341

394

430
427

499 499

韮崎市職員の
給与および職員数などを公表します
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　平成 25 年 7 月から平成 26 年 3 月までの間、東日本大震災に対処する必要性及び国の厳しい財政状
況により給与削減措置を講じました。

減額の対象となるのは、一般職については、給料月額及び諸手当（時間外勤務手当・休日勤務手当等）、特別職に
ついては、報酬月額及び期末手当となります。

6

9

給与削減措置

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
行（1） 3.54 3.54 6.54 6.54 6.54 6.54 8.54 
行（2） 3.54 3.54 3.54 6.54 － － －
医（1） 3.54 6.54 8.54 8.54 － － －
医（2） 3.54 3.54 6.54 6.54 6.54 6.54 －
医（3） 3.54 3.54 6.54 6.54 6.54 6.54 －

■一般職　平均減額率６．３％ （単位：％）
区　分 減額率
市　長 10
副市長 10
教育長 10

■特別職 （単位：％）

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

区　分 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対前年
増減数

主な増減
理由

一般行政
部門

一般 121 118 125 7 欠員補充及
び退職に伴
う欠員不補
充

福祉 76 75 73 △2

小計 ［232］
197

［232］
193

［232］
198

［0］
5

教育行政
部門

教育 28 30 27 △3 国民文化祭
事業終了に
伴う減員小計 ［52］

28
［52］

30
［52］

27
［0］
△3

公営企業等
会計部門

病院 122 123 121 △2
退職等に伴
う欠員不補
充及び業務
内容充実に
伴う増員

水道 8 8 9 1
下水道 4 4 3 △1
その他 14 14 14 0

小計 ［183］
148

［183］
149

［183］
147

［0］
△2

合　計 ［467］
373

［467］
372

［467］
372

［0］
0

（注）　[　] 内は、条例による定数

8 職員給与の種類と状況（平成年26年4月1日現在）

特殊な職務や勤務に
就いたときに実績に
応じ支給されるもの

臨時に支給される
もの

● 退職手当　　　　退職日給料月額に退職理由や勤務年数に応じて算出した額

（注）（　　）の数字
は、特定幹部職
員（7級）に適
用する月数

● 給　　料　　　　職種や職務に応じた給料表に定められた額を支給
● 扶養手当　　　　配偶者　13,000円
　　　　　　　　　配偶者以外の扶養親族　6,500円／人

● 住居手当　　　　借家(家賃月12,000円以上)限度額　月27,000円
● 通勤手当　　　　交通機関等利用　限度額　月55,000円
　　　　　　　　　自動車等利用　距離に応じて2,900円～

● 管理職手当　　　管理職の区分に応じ支給 月42,000円～
● 時間外勤務手当　正規の勤務時間を超えたときに支給
● 宿日直手当　　　一般 　4,200円、医師　20,000円、
　　　　　　　　　常直的な宿日直　21,000円

● 特殊勤務手当　　市税等事務、放射線取扱作業、細菌検査業務、
　　　　　　　　　医師診療・医師出勤及び救急勤務医、夜間看護業務

● 期末勤勉手当
　（H25年度）

支給月 期末手当 勤勉手当

 6 月期 1.225月分 0.675月分
(1.025月分) (0.875月分)

12月期 1.375月分 0.675月分
(1.175月分) (0.875月分)

合計 2.600月分 1.350月分
(2.200月分) (1.750月分)

給
　
与

毎月決まって支給
されるもの

7 特別職の報酬等の状況
（平成25年4月1日）

区　分 給料月額報酬等 期末手当

給　料
市　長 762,000円 支給月数

（25年度）

3.90 月分
副市長 630,000円 6月期 1.875 月分
教育長 573,000円 12月期 2.025 月分

報　酬
議　長 369,000円 支給月数

（25年度）

2.95 月分
副議長 345,000円 6月期 1.400 月分
議　員 336,000円 12月期 1.550 月分

＊市長・副市長及び教育長の 12 月期の期末手当は 10％削減しています

0
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400職
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全体 一般行政
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教育行政
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（１）勤務時間の状況　
　　 １週間の勤務時間　38時間45分

（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況
　　 期間　平成25年１月１日
　　　　　　　　　　～12月31日
　　 平均取得日数　9.6日

11 勤務時間

H25 H26

平均年齢 40.3 39.9

（単位：歳）

10 一般行政職の平均年齢と年齢別、級別職員数
（4月1日現在）

　地方公務員法第 42 条の規定に基づ
く職員の保健、元気回復、その他厚生
に関する事業を実施するため韮崎市福
利厚生会を組織しております。
　主な事業として、職員の健康診断、
各種助成（元気回復助成、リフレッシ
ュ休暇、部活動助成）、慶弔祝金等給
付事業などがあります。なお、この財
源は職員が毎月支払う会費と市からの
負担金で構成され運営しております。

（　　）…１人当たり公費負担額

会員数 354人　
事業実績総額 9,744千円

公費負担額 5,304千円
（14）千円

（H25.4.1 現在）

12 福利厚生事業の状況
（平成25年度）

■年齢別職員数
 H25　  H26

0

5

10

15

20

25

30人
数（
人
）

年齢
〜23 〜27 〜31 〜35 〜39 〜43 〜47 〜51 〜55 〜60

8 7

20

25

18

14 1413

24
22

18
16

5

10

18

15 15
17

1515

■級別職員数

※行政職給料表適用職員のうち、税務職・保育士・技能労務職・水
道事業会計該当者を除いた人数（給与実態調査より）

（一般行政職）155 人

主事・
主事補
27人

（17.4%）

主任
24人
(15.5%)

副主査
26人
(16.8%)

主査
22人
(14.2%)

副主幹
19人
(12.3%)

課長補佐
・主幹
20人
(12.9%)

参事
・課長
17人
(11.0%)

募集職種 募集人数 受付期間 試験種目・試験日 資格要件等

行政

学芸員
（文化財） １名

12 月 1 日（月） 
～ 1 月 8 日（木）

【筆記試験】 
1 月 25 日（日） 

 
【面接試験】 
2 月 6 日（金）

募集職種により、異なりますので、 
職員採用試験案内で確認してください。 
　 
※ 職員採用試験案内 
　市ホームページに掲載 
　市役所１階受付、 
　市立病院事務局にて配布

学芸員
（美術館） １名

医療

薬剤師 １名

看護師 ５名程度

■問い合わせ　政策秘書課政策人事担当（内線 325） http://www.city.nirasaki.lg.jp
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ち
の
方
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
依

頼
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
庭
木
の
剪
定
や
、
力

仕
事
を
必
要
と
す
る
家
事
な
ど
が

作
業
の
主
だ
が
、
今
後
は
会
に
賛

同
す
る
仲
間
を
も
っ
と
増
や
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
を
活
か
せ
る

よ
う
幅
広
い
分
野
に
従
事
し
て
い

く
こ
と
が
目
標
だ
。

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て

地
域
で
困
っ
て
い
る
方
々
の
助
け

に
な
る
と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と

だ
が
、
男
性
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
第
二
の
人
生
に
生
き

が
い
や
喜
び
を
感
じ
、
地
域
の
中

で
輝
く
こ
と
が
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
の
本
質
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

定
年
を
迎
え
、
人
生
に
余
裕
と

ゆ
と
り
が
で
き
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、未
知
の
分
野
に
挑
戦
し
た
り
、

趣
味
や
特
技
を
役
立
て
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
る
。
新
し
い
こ
と
を

は
じ
め
る
の
は
何
歳
に
な
っ
て
も

楽
し
い
も
の
だ
。

　　
「
生
涯
現
役
！
今
こ
そ
出
番
だ
。

男
た
ち
の
力
を
地
域
に
活
か
し
た

い
。」
と
力
強
く
話
す
清
水
さ
ん
。

　

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
活

躍
に
期
待
を
し
て
や
ま
な
い
。　

（
取
材
・
記
事　

広
報
担
当　

歌
田
）

定
年
後
、
男
性
た
ち
が
地
域

に
居
場
所
を
見
つ
け
る
の

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
現
役

世
代
は
、
休
み
の
日
で
も
仕
事
で

あ
っ
た
り
、
付
き
合
い
の
ゴ
ル
フ

な
ど
で
忙
し
い
か
、
は
た
ま
た
日

頃
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
家
で
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ

う
い
う
理
由
か
ら
か
地
域
へ
の
関

心
も
と
か
く
希
薄
に
な
り
が
ち
で

あ
る
。

　

こ
ん
な
風
に
定
年
後
の
自
分
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
男
性
や
、
あ

る
い
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
環
境

に
身
を
置
い
て
い
る
男
性
は
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

こ
う
い
っ
た
方
々
の
地
域
で
の

活
躍
の
場
を
見
出
そ
う
と
、
従
来

よ
り
男
性
介
護
者
ら
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
た
「
山
梨
や
ろ
う
の

会
」
会
長
の
清
水
昭
二
さ
ん
（
神

山
町
）
が
中
心
に
な
っ
て
今
春
に

「
韮
崎
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」

が
発
足
し
、
初
仕
事
と
し
て
市
立

病
院
で
の
植
木
の
剪
定
作
業
に
汗

を
流
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
は
日
曜
大
工
や

庭
木
の
手
入
れ
な
ど
が
得
意
と
い

う
方
も
多
く
、
気
軽
に
集
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
特
性
を
地

域
に
活
か
す
の
が
目
的
だ
が
、
同

時
に
も
う
一
つ
狙
い
が
あ
る
そ
う

で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、

定
年
後
に
家
に
と
じ
こ
も
っ
て
し

ま
う
男
性
に
、
も
う
一
度
外
に
出

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
清
水
さ
ん
は
話
す
。

　

現
在
、
会
員
は
50
代
か
ら
上
は

80
代
の
男
性
約
15
名
で
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持 会の世話人として活動をする清水昭二さん

生涯現役 男たちの力を地域に活かす
韮崎 男性ボランティアの会
世話人 清水昭二さん

にらさきを元気にする人たち⑤シリーズ
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問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

親
子
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス 

　
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ク
ッ
キ
ー
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
ア
イ

シ
ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
調
理
室

■
受
講
料　
１
，
０
０
０
円

■
定
員　
親
子
８
組

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
持
ち
物　
持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ

ー
、
ぬ
れ
布
巾
（
ク
ッ
キ
ー
は

先
生
が
用
意
し
て
く
れ
ま
す
）

■
講
師　
Ｙ
ｕ
ｋ
ｉ
ｅ
先
生

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　（
無
料
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
横
で
ギ

タ
ー
と
バ
イ
オ
リ
ン
を
奏
で
る
Ｎ

Ｙ
Ｔ
の
素
敵
な
音
楽
に
耳
を
傾
け

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　
１
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
出
演
者　
Ｎ
Ｙ
Ｔ

餅
つ
き
大
会
in
ニ
コ
リ 

　
　
　
　
　
　
　
　（
無
料
）

　

臼
と
杵
を
使
っ
た
つ
き
た
て
の

お
い
し
い
お
餅
を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。
お
子
様
用
の
杵
も
用

意
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ

餅
つ
き
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
！

※
お
餅
の
数
に
限
り
あ
り

■
日
時　
１
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
（
３
回
実
施
）

■
場
所　
１
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

正
月
太
り
を
解
消
し
よ
う
！ 

ボ
ク
セ
サ
イ
ズ

　

キ
ッ
ク
や
パ
ン
チ
を
交
え
た
有

酸
素
無
酸
素
運
動
で
体
を
動
か
し

ま
せ
ん
か
？

　

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解
消
＆
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
に
も
効
果
的
で
す
！

■
日
時

１
月
10
・
17
・
24
・
31
日
、
２

月
７
・
14
・
21
・
28
日
、
３
月

７
・
14
日
（
土
曜
・
全
10
回
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
音
楽
室

■
参
加
費　
１
０
，
０
０
０
円

■
定
員　
15
名

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、

シ
ュ
ー
ズ
・
運
動
の
で
き
る
服
装

■
講
師　
荻
野
奈
見
先
生

　
問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

市
立
図
書
館

12
月
展
示 

　「
ゆ
く
年
、
く
る
年
」
展

　

年
末
年
始
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

行
事
の
由
来
や
、
装
飾
品
の
作
り

方
、
時
節
に
合
っ
た
お
料
理
、
ス

ゴ
技
大
掃
除
な
ど
の
資
料
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

■
展
示
期
間　

　

12
月
２
日
（
火
）
～
27
日
（
土
）

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
無
料
）

 

人
形
劇
『
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』

や
、英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

歌
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
、
楽

し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。
家
族
・
お
友
達
を
誘
っ

て
参
加
し
よ
う
♪

■
日
時　
12
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象　

０
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
位
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

■
参
加
方
法　
当
日
９
時
か
ら
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
整
理
券
を

配
布 （
定
員
子
供
１
５
０
名
）

ク
リ
ス
マ
ス
☆
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　（
無
料
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
子
ど
も

た
ち
の
大
好
き
な
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す
。

　

ニ
ー
ラ
も
来
場
！
一
緒
に
歌
っ

て
写
真
も
撮
っ
ち
ゃ
お
う
♪

■
日
時　
12
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

15
時
10
分
～
15
時
50
分

■
場
所　
２
階
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス

■
出
演
者　
音
楽
塾

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

３
つ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
（
朗
読
表
現
さ
ざ
な
み

の
会
、 

朗
読
表
現
南
さ
ざ
な
み
の

会
、
こ
ぶ
し
の
会
）
の
皆
さ
ん
の

出
演
で
す
。
耳
か
ら
心
に
響
く
読

書
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
12
月
20
日 （
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
お
っ
か
け
バ
ア
さ
ん
」

　
　
　
　

東
野
圭
吾
作

　
　
　
　

朗
読　

渡
邊
昌
恵
さ
ん

「
き
つ
ね
三
吉
」

　
　
　
　

佐
藤
さ
と
る
作

　
　
　
　

朗
読　

中
沢
直
子
さ
ん

「
如
林
寺
の
嫁
」

　
　
　
　

山
本
周
五
郎
作

　
　
　
　

朗
読　

鈴
木
利
子
さ
ん

※
朗
読
会
は
毎
月
第
３
土
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す

　
問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

冬
休
み
の
利
用
時
間
の 

　
　
　
変
更
の
お
知
ら
せ

　

未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）
の
赤

ち
ゃ
ん
や
幼
児
が
安
全
に
ゆ
っ
た

り
過
ご
せ
る
よ
う
、
保
育
園
児
・

幼
稚
園
児
の
利
用
は
14
時
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
の
実
施
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

　

12
月
24
日（
水
）～
26
日（
金
）

　

１
月
６
日（
火
）～
９
日（
金
）

年
末
年
始
の
各
施
設
の
休
館

日
情
報
に
つ
い
て
は
12
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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お
知
ら
せ

市
民
公
開
講
座
を
開
催

　

市
立
病
院
で
は
、
健
康
維
持
、

疾
病
予
防
を
図
る
た
め
、
医
師
に

よ
る
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
フ
ル

ル
エ
ン
ザ
」
で
す
。
一
般
的
に
は

冬
に
流
行
し
、
感
染
者
数
は
国
内

で
年
間
約
１
０
０
０
万
人
に
な
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
座
で

は
、
実
際
の
医
療
現
場
か
ら
の
目

線
で
、症
状
や
罹
患
時
の
対
処
法
、

予
防
接
種
情
報
、
さ
ら
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　
１
月
18
日
（
日
）

　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
二

コ
リ

■
受
講
料　
無
料

■
講
師　
市
立
病
院
小
児
科
医
長

　
　
　
　
　
　

髙
橋
和
也　

氏

■
申
込
み　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ・
窓
口

で
の
申
し
込
み

※
託
児
所
を
開
設
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。（
限
定
30
名
）

■
申
込
期
限　
１
月
13
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
立
病
院
総
務
担
当

☎
２
２

−

１
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２

−

９
７
３
１

穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー 

冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
冬
期
は
休
館
を
し
ま
す
。

　

※
ト
イ
レ
の
み
利
用
可

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
（
内
線
２
２
４
）

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
助
成
金
請
求
を
受
付

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
自
動
車
燃
料
購
入
費
の
助
成
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳 

１・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
戦
傷
病
者
手
帳
特
別
項
症 

　
（
第
１
・
第
２
項
症
）

■
受
付
（
韮
崎
会
場
）

　

平
成
27
年
１
月
20
日
（
火
）

　

10
時
～
16
時

■
場
所　
北
巨
摩
合
同
庁
舎

※
韮
崎
会
場
以
外
で
も
実
施
し
ま

す
。（
詳
細
要
問
合
せ
）

■
持
ち
物

①
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃

料
費
助
成
金
請
求
書

②
宛
名
に
請
求
者
氏
名
が
記
載
印

字
さ
れ
た
領
収
書
及
び
購
入
量

計
算
書
、
又
は
燃
料
購
入
先
で

証
明
を
受
け
た
支
払
証
明
書

③
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
。

（「
減
免
済
」
印
が
あ
る
も
の
）

④
印
鑑

⑤
減
免
対
象
車
両
の
車
検
証

⑥
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
店
名
・

預
金
種
目
・
口
座
番
号
の
確
認

が
で
き
る
も
の
）

■
請
求
書
・
購
入
量
計
算
書
及
び

支
払
証
明
用
紙
の
配
布
場
所

・
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

・
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
峡
北
支
所

　
（
北
巨
摩
合
同
庁
舎
内
）

　

市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

※
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可

■
問
い
合
わ
せ

　

県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５

−

２
３
７

−

１
３
８
１

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て 

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の 

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
の
引
上
げ
に
際
し
、
皆
さ
ん
に

与
え
る
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、
臨

時
的
な
措
置
と
し
た
「
臨
時
福
祉

給
付
金
」
と
、
子
育
て
世
帯
へ
の

影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え
を
図

る
観
点
か
ら
「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
限

　

12
月
26
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

・
臨
時
福
祉
給
付
金

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
０
）

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
（
内
線
１
７
５
）

祝 

結
婚
50
周
年 

　
　
金
婚
夫
婦
を
祝
う
会

　

市
で
は
、
結
婚
生
活
50
周
年
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
対
象
に
、

『
金
婚
夫
婦
を
祝
う
会
』
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
39
年
に

結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
ご
夫

婦
は
、
婚
姻
日
（
入
籍
日
）
を
ご

確
認
の
上
、
期
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
よ
り
対
象
者
へ
事
前
に
お
知

ら
せ
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
27
年
２
月
18
日
（
水
）

　

14
時
～

■
会
場　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
申
込
期
限

　

平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
１
）

　これからの季節は、空気が乾燥し、また、暖房器具を使う機
会も多くなることから、火災が発生しやすい時期になります。
昨年は不注意な野焼きによる火災が、多く発生しました。市民
の皆さんの火災を起こさない意識・行動が大切です。
　みんなで火災の発生防止に努めましょう。

■問い合わせ　総務課防災交通担当（内線 339・399）

火気の取扱いにご注意を !!
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市の人口 １１月１日現在 （前月比）
男 １５，２９６人 －　７人
女 １５，５２２人 －　２人
計 ３０，８１８人 －　９人

世帯数 １２，４０７世帯 　１９世帯

国民健康保険より
11 月に国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
153,318,329 円（前年同月比 4.09％増）で、1 人あたりの
保険者負担額は、19,305 円（前年同月比 7.30% 増）でした。
引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力ください。

募 

集

「T
U

N
A

G
U

（
繋
ぐ
）リ
ー
ダ
ー 

講
習
会
」
参
加
者
募
集
！

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、

「
減
塩
」
と
「
野
菜
あ
と
一
品

（
70
ｇ
）」
の
普
及
を
目
指
し
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
食
生

活
や
塩
分
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
27
年
１
月
26
日
（
月
）　

　

10
時
～
14
時

■
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

市
内
在
住
の
40
歳
代
か
ら
70
歳

代
の
男
女
（
先
着
30
名
）

■
内
容

・
減
塩
・
野
菜
あ
と
一
品
の
調
理

実
習

・
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て

（
腹
囲
測
定
）

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
と
塩
分
チ
ェ
ッ

ク
・
低
栄
養
と
ロ
コ
モ
予
防

■
参
加
料　
無
料

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
具

■
申
込
期
限

　

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３

−

４
３
１
０

平
成
27
年
度 

市
立
保
育
園
入
園
児
を
募
集

　

平
成
27
年
度
の
新
規
入
所
申
込

を
、
12
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の

期
日
で
行
な
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
11
月

号
（
４
ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
施
設
等
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
や
４
月
以
降
に
入

所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
同

日
程
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
（
内
線
１
７
４
）

消
防
団
員
募
集
!!

　

あ
な
た
も
地
域
の
守
り
手
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
消
防
団
は
、
地
域

を
熟
知
し
て
い
る
若
い
力
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
団
と
は

　

消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、

消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防

機
関
で
す
。
地
域
に
お
け
る
消
防

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常

時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域

に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

■
消
防
団
の
待
遇
は

　

非
常
勤
公
務
員
と
し
て
活
動
す

る
消
防
団
員
に
は
、
年
額
報
酬
、

☆
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
記
念
公
演『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』（
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

退
職
報
償
金
や
出
動
手
当
が
支
給

さ
れ
、
公
務
災
害
補
償
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
活
動
内
容
は

　

火
災
現
場
で
の
消
火
を
は
じ

め
、
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
発

生
時
の
救
助
・
救
出
、
警
戒
巡
視
、

避
難
誘
導
、
災
害
防
御
な
ど
の
ほ

か
、
市
民
へ
の
啓
発
、
広
報
活
動
、

防
火
指
導
等
を
行
な
い
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
（
内
線
３
３
９・
３
９
９
）

イ
ベ
ン
ト

〝
韮
崎
の
冬
の
風
物
詩
〟 

第
13
回
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

in
に
ら
さ
き

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
in
に
ら
さ

き
が
２
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

点
灯
イ
ベ
ン
ト
に
は
ニ
ー
ラ
も

登
場
！
生
ま
れ
変
わ
っ
た
駅
前
広

場
を
鮮
や
か
に
彩
る
光
の
オ
ブ
ジ

ェ
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
12
月
１
日
（
月
）
～

　

平
成
27
年
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

　

17
時
30
分
～
22
時

※
12
月
１
日
は
点
灯
式
の
た
め
、

18
時
か
ら
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

　
（
内
線
２
１
３・
２
１
４
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
情
報

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
'14 

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
交
流 

　
　
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

　

毎
年
恒
例
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

12
月
13
日
（
土
）

　

18
時
50
分
集
合

※
21
時
30
分
終
了
予
定

■
場
所　
市
営
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

■
参
加
資
格

・
市
内
在
住
者

・
市
内
企
業
チ
ー
ム

・
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

■
競
技
方
法

①
４
人
制（
女
性
又
は
男
性
２
名
）

②
リ
ー
グ
戦

※
組
み
合
わ
せ
は
抽
選
で
決
定

■
参
加
費

　

１
チ
ー
ム　

１
，
０
０
０
円

※
協
議
規
則
は
２
０
１
４
年
度
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
規
則

と
９
人
制
競
技
規
則
を
準
用
す

る
。
た
だ
し
男
性
２
名
出
場
時

は
１
名
の
み
攻
撃
（
前
衛
）
と

す
る
。

■
申
込
期
限　
12
月
10
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
２
１

−

２
２
５
５

韮
崎
初
開
催
！ 

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
ズ
ン
バ
） 

　
　
　
　
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

音
楽
と
ダ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
て

創
作
さ
れ
た
ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
あ
な
た
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
13
日（
土
）17
時
～

■
場
所　
市
営
体
育
館
プ
レ
イ
ル

ー
ム

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
参
加
人
数　
先
着
40
名

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
室
内
履
き
・

飲
み
物

■
申
込
期
限　
12
月
10
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
２
１

−

２
２
５
５
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●発行：韮崎市　 407-8501　山梨県韮崎市水神一丁目 3-1　●編集：企画財政課企画推進担当　●毎月1日発行
●問い合わせ： 0551-22-1111　 0551-22-8479　●URL：http://www.city.nirasaki.lg.jp/

　NHK甲府放送局と市では、韮崎市制施行 60 周年を記念して「ＢＳ日本のうた」の公開収録を実施
します。時代を超えて愛され続ける日本の名曲の数々を、多彩な歌手の競演でお送りしますので、観
覧をご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

■収録日時　平成 27 年 2 月 26 日（木） 開場：18 時／開演：18 時 40 分　終演予定：20 時 40 分
■会　　場　東京エレクトロン韮崎文化ホール 大ホール（座席数約 800 席）
■応募方法　観覧は無料ですが、入場整理券（1 枚で 2 名様まで入場可）が必要です。
　　　　　　郵便往復はがきに次の必要事項を明記の上、お申し込みください。
　　　　　　〈往信用裏面〉①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
　　　　　　〈返信用表面〉①郵便番号　②住所　③名前　
　　　　　　【あて先】〒 407－ 8501　韮崎市水神一丁目３番１号
　　　　　　　　　　　　韮崎市役所「ＢＳ日本のうた」係
　　　　　　【締切り】平成 27 年２月 3 日（火）必着
　　　　　　　※ 当選は、お 1 人様１通とさせていただきます。
　　　　　　　※ 応募多数の場合は抽選の上、入場整理券をお送りします。
　　　　　　　※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
　　　　　　　※ インターネット等での転売を目的としたお申し込みは固くお断りいたします。
　　　　　　　※ 返信用裏面は抽選結果を印刷しますので、白紙のままでお願いします。
　　　　　　　※「消せるボールペン」の使用はご遠慮ください。
　　　　　　　★ご応募の際にいただいた情報は、選出及び抽選結果に関するご連絡のほか、
　　　　　　　　NHK では受信料のお願いに使用させていただくことがあります。
■問い合わせ　企画財政課企画推進担当 ( 内線 355 ～ 357）
　　　　　　　ＮＨＫ甲府放送局 ☎ 055-255-2114 ※ 平日 10 時～ 18 時 30 分

　
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
運
動
推

進
功
労
者（
内
閣
官
房
長
官
表
彰
）

に
、
本
市
で
生
活
学
校
な
ど
の
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
石
井
直
江
さ

ん
（
清
哲
町
）
が
選
ば
れ
、
生
活

学
校
・
生
活
会
議
運
動
全
国
大
会

で
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
45
年
以
上
に
わ
た

り
、
生
活
学
校
の
運
動
と
普
及
・

推
進
に
携
わ
っ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
に
感
謝

　県では、結婚を希望する若者の素敵な出逢いを応援す
るため、出会いサポート事業を実施し、来年１月 13 日（火）
には「やまなし出会いサポートセンター」を開設します。
　出会いサポート事業とは、結婚を希望する男女に会員登
録をしていただき、会員はシステム検索によりお見合い相
手を選びます。その後「出会いサポートセンター」が個別
にお引き合わせをし、交際をフォローしてくれる、という
ものです。
　素敵な出会いを見つけてみませんか？

■問い合わせ
　県企画県民部県民生活・男女参画課
　☎ 055-223-1350

http://www.pref.yamanashi.jp/kekkon-portal/

jigyo/oshirase/oshirase021.html

あなたのステキな出会いを応援します！

　政治家や候補者が選挙区内にある者に対して寄附をすると処罰されます。また、有権者が寄附を求めることもできま
せん。「贈らない・求めない・受け取らない」の 3 つの『ない』をしっかり守りましょう。
■問い合わせ　選挙管理委員会（総務課総務担当内）（内線 332 ～ 334）

政治家の寄附は禁止！ 有権者が求めることも禁止されています

「ＢＳ日本のうた」公開収録 観覧希望者大募集！



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　

　

誕生会（12月生まれ）
　13時30分〜
　14時30分
　材料費100円
　定員10組【要予約】
●まちなか市民会議
　19時〜21時
　ニコリ1階会議室	

休館： （午前）

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時〜17時
　『南の虹のルーシー』
　随時上映
休館：

0歳児体位測定
　10時30分〜
　11時30分
　【予約不要】

1歳6か月児健診
　受付　13時〜
　対象：平成25年
　　　　5月生まれ
　小児科医師・歯科医師の診
察、個別相談など

●特設人権相談所
　10時〜15時
　ニコリ1階会議室1
避難訓練
　支援センター
　11時〜11時30分
　いざという時のために、避
難訓練で安全を確かめま
しょう

　【予約不要】

●譲渡のお尋ね
　9時〜16時
　防災会議室
　確定申告のための譲渡所得
内訳書の作成に関する相談
会
すくすく教室

　受付　13時〜
　対象児：平成26年5月生
まれ
　離乳食指導や試食など

休館： （午前）

●譲渡のお尋ね
　9時〜16時
　防災会議室
　確定申告のための譲渡所得
内訳書の作成に関する相談
会
にこにこ子育て相談室

　9時30分〜16時
　お子さんの気になる成長発
達・食事など　【要予約】

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時〜17時
　『恐竜大研究』　随時上映

おはなし会
　14時〜14時30分
　おはなしが終わった後、折
り紙作り
　対象：幼児〜小学校低学年
　【申込不要】
休館：

抜き取ってご利用ください

よりみちアート
　クリスマス工作
　13時〜15時
　かんたん工作が楽しめま
す。
　講師：羽中田桂子氏
　参加費200円
　【予約なし】

休館：   

●献血
　10時〜15時30分
　防災会議室

県外出身ママの会
　13時30分〜14時30分
　おやつタイム＆交流会
　定員10組【要予約】
●無料法律相談受付日
　8時30分〜
　定員：6名

休館：  

ケロケロ隊
　（ボランティア）定例会
　11時〜12時
　イベントのお手伝い・企画
や教材準備など

　

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
母子健康手帳交付・

　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時

〔毎月第４木曜日・要予約〕
■無料法律相談
　13時～16時
　市役所4階401会議室
　問：企画推進担当（内線356）

〔毎月第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線356）

〔12 月は第 2・3 火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　問：商工労政担当（内線216）	

〔毎月第２・４木曜日〕
子育て相談

　10時30分～11時30分
　問：☎23－7676

相談等 ※祝日は実施しません

●行政相談
　13時〜15時
　102会議室
●イルミネーションinにらさ

き
　点灯式　18時〜
　駅前広場

休館：       

にら★ちび
　ベイビーくらぶ
　※6〜12か月
　10時30分〜11時30分
　※0〜5か月
　13時30分〜14時30分
　手型サービス・親子あそび
など
　おやつ代100円
　各定員10組【要予約】

休館：  

●行政相談
　13時〜15時
　102会議室
休館：       

月122014
CALENDAR

師　走

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　問：子育て支援担当（内線１７９）

市民栄養相談
〔毎月第２火曜日〕

もの忘れ相談日
　9時30分〜16時
　問：☎23－4464

休館：   

穂坂自然公園→センター冬
期休館（～３月まで）　
施設の中のトイレのみ使用
可

還付金詐欺にご注意！
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企画展：韮崎市制施行
60周年記念「−近代を
彩る女流画家−森田元子
展」
　〜平成27年1月12日
　（月・祝）

12月展示「ゆく年、く
る年」
　12月2日（火）〜
　12月27日（土）まで
　（P17参照）

12月12日
ママのヨガtime　13時30分〜14時30分　
　ニコリ1階和室　講師：雨宮育美氏　定員8名【要電話
予約】　・動きやすい服装・講座の2時間前までに食事
はすませてください　・託児は13時20分までに「にら
☆ちび」に来てください（1人300円）

12月10日
にら★ちびキッズくらぶ
　10時30分〜11時30分
　〜1歳以上〜
　今月はクリスマスリース
作り♪
　材料費100円
　定員15組　【要予約】

12月11日
パパ・ママ学級

　13時30分〜15時30分
　Dコース2回目
　赤ちゃん抱っこ体験や母
乳栄養について



　　　

韮崎市制施行６０周年記念 
「−近代を彩る女流画家−森田元子展」

■開催期間　平成27年１月12日（月･祝）まで
　韮崎市制施行60周年記念として、戦前から活
躍した女流画家森田元子（1903-1969）の作品
展を開催しています。日
本の美術界を牽引し、女
流画家として活躍した
森田元子の作品のうち
ご遺族から寄贈された
作品等を公開していま
す。
　自画像を中心に女性
像を描いた作品は洗練

された雰囲気が漂い、現在でも多くの人を魅了し
ています。60年前に描かれた作品も紹介いたし
ます。また、二枚に重なっていたキャンバスから
発見された作品《室内》も特別公開いたします。
■開館時間　10時～17時（入館は16時半まで）
■休館日　水曜日・12月28日（日）～
　　　　　平成27年１月１日（木）
■入館料　大人　510円
　　　　　小・中・高　210円
　　　　　市内在住・在学の小中学生無料
＊１年間何度でも入館できる大変お得な年間パス
ポート（大人１名3,080円）も受付中です。
■問い合わせ（水曜日除く、10時～17時）
　韮崎大村美術館　電話・FAX　２３―７７７５
　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

森田元子《コートの婦人像》
1955年　油彩

ブラックリストとは？
　よく耳にするブラックリスト。でも、ブラックリストというもの
が実際にあるわけではありません。個人信用機関に「事故情報とし
て登録されている状況」を「ブラックリストに載っている」と表現
しているだけです。

ブラックリストに載る3つの理由
１延滞によるもの
　クレジットカードやローンの利用で支払日より一定期間返済が遅
れた場合。
２債務整理の手続きをしたことによるもの
　自己破産、任意整理、民事再生などの手続きをした場合。
３代位弁済をしたことによるもの
　借金の返済ができなくなり、連帯保証人や契約している保証会社
に返済させた場合。

ブラックリストに載ることの影響
　いったん、ブラックリストに載ると、上記1・3で5年間、2では
5～10年は掲載されたままになります。その期間は、クレジット
カードを作ることや新たにお金を借り入れることは不可能になりま
す。ただし、影響はあくまでも個人の金融生活に限られ、就職に不
利になる、勤務先に調査されるなどの社会的な影響はありません。

携帯電話等の未払いに注意
　最近はスマホ等、携帯機器の通信料金の未払いでブラックリスト
に載るというケースが増えてきました。それは、携帯機器を分割払
いで購入するケースが増えているからです。携帯料金が未払いにな
ると、その中に機器本体代も含まれていますから、割賦販売法が適
用され、合わせて延滞となり、事故情報として登録されてしまうか
らです。携帯料金を滞納すると、その情報は業者間交換され、契約
申し込み受付時の加入審査に使われます。契約者名が子どもの場合
でも同様です。

A.水痘は、「かかっても軽く済むし、みんなかかる」とこれまで軽視されていたのが実情かもしれません。しかし、皮膚の発疹に細菌が感染して
重症化したり、肺炎や肝炎などの合併症をきたすことがあります。また、ステ
ロイドや免疫抑制剤の投与を受けている方、放射線治

療を受けている方、妊婦さんなどが感染すると重症化するため、社会全体として
水痘の流行を阻止する必要があるのです。標準的な接種として、生後12月から
生後15月に至るまでに初回接種を行い、追加接種は初回接種終了後、6月から
12月に至るまでの間隔をおいて１回行います。また、平成26年度限りの経過措
置として、生後36月から生後60月に至るまでの間にある方を対象とし、1回接
種します。ただし、既に水痘に罹患したことがある方は対象外となり、任意接種
（自費）として既に接種を受けたことがある方は、既に接種した回数分の接種を
受けたものとみなされます。詳しくは、かかりつけ医か保健福祉センターにご相
談ください。

本年１０月から水痘ワクチンの定期接種（公
費負担）が開始されました。
定期化の目的はなんですか？

アドバイザー　小児科
医長　中村　誠

市民のみかた　消費者生活相談窓口
おかしいな？と思ったらまずは相談
消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２―１１１１（内線２１６）
月〜金曜日　８時 30分〜 17時 15分
毎月第２第４火曜日は消費生活相談員が市
役所の１０２会議室で相談を承ります。



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

　1日、 4日
   8日、11日
 15日、18日
 22日、25日
 29日

  3日、17日

10日 ー 2日
●市役所裏駐車場
　6日、13日、20日、
　27日
　13時～ 16時
●龍岡公民館グラウンド
　13日、27日
　13時～16時

12月27日（土）
9時～11時
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ー 24日 9日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石 　2日、 5日

   9日、12日
 16日、19日
 26日、29日

10日、24日

3日 ー 16日

旭・大草・龍岡 ー 17日 23日

12月のごみ収集日程　

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原� ５日（金）・２２日（月）
富士見、岩下、上の山� ８日（月）・２４日（水）
穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
� ９日（火）・２５日（木）
穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池� １０日（水）・２６日（金）
藤井町全区� １１日（木）
中田町全区・穴山町全区� １日（月）・１２日（金）
円野町全区・清哲町全区・神山町全区
� ２日（火）・１５（月）
旭町全区 � ３日（水）・１６日（火）
大草町全区・竜岡町全区� ４日（木）・１８日（木）
●老壮大学� １９日（金）
●静心寮� １７日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。
■問い合わせ　老人福祉センター

（☎２２－６９４４／ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（12月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝　１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時

※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇第49回にらさき寄席
12月14日（日）17時開演・小ホール
　赤穂浪士討ち入りの晩、講談『忠臣蔵』、
落語『芝浜』上演いたします。熟練の技を
ぜひお楽しみください！

【予定出演者】講談：日向ひまわり、落語：
春風亭柳之助、紙切り：林家花、落語：春
風亭小柳枝

【全席自由】一般3,500円／学生1,500円
※未就学児入場不可

◇第20回武田の里音楽祭
　　『韮崎うたの万国博覧会』
12月21日（日） 14時30分開演・大ホール
　『子どもと大人がオーケストラの演奏を
バックに歌う音楽会』、『気軽にクラシック
音楽を楽しんでもらえる音楽会』、『オーケ
ストラの演奏の素晴らしさを味わえる音楽
会』を通して、地域の子ども達、市民とホー
ルが共に育つ音楽会を目指し、会館のオー
プン以来、毎年開催している市民参加型の
音楽祭です。
　半年かけて練習を重ねてきた子ども達の

元気でかつ透き通った歌声、そして一般合
唱の情緒豊かな歌声、Ｎ響団友オーケス
トラの圧巻の演奏、 さらには高校生のプロ
オーケストラとの夢の共演や毎年趣向を凝
らした演出など盛りだくさんの内容でお届
けいたします。

【全席自由】一般800円・中学生以下無料（要
入場整理券）

◇CRAZY KEN BAND
　SPARK SHOW 2015
平成27年2月11日（水・祝）17時開演・
大ホール
　クレイジーケンバンド、山梨公演決
定！！独自のサウンドで聴く人を魅了し続
けるクレイジーケンバンド。贅沢かつ濃厚
な音楽をぜひ韮崎で
お楽しみください！

【全席指定】6,900円
※年齢制限なし。但
しご入場される全て
のお子様はチケット
が必要。

☆12月14日（日）10時より発売開始（当
ホールの発売初日は電話予約のみ）
※ブリーズ友の会会員先行発売は12月6日

（土）10時より開始（発売初日は電話予約
のみ）

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　ネーミングライツ記念公演
　ファンタジーミュージカル
　オズの魔法使い
2月21日（土）14時開演・大ホール
　世界中で愛され子供から大人まで多くの
人に共感を呼んでいる、不朽の名作「オズ
の魔法使い」をミュージカルでお届けしま
す。ぜひご家族でご覧ください！

【全席自由】入場無料（要整理券）
※韮崎市民および韮崎市に通園・通学・通
勤する方、またはその家族が対象です。
☆１月中旬より整理券配布予定

問い合わせ
東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０－１１５５　 ２２－１９１９



　●第20回武田の
　里音楽祭
　『韮崎うたの万国博覧会』
　14時30分〜17時30分
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
休館：   

　　

　

 

●消費生活相談（臨時）
　9時〜16時
　問　商工労政担当
　（内線216）

のびのび教室
　受付　13時〜
　対象児：平成24年
　　　　　11月生まれ
　親子あそびや歯科相談など

3歳児健診
　保健福祉センター
　受付　13時〜
　対象児：平成23年11月生

まれ
　小児科医師・歯科医師の診

察、個別相談など

休館：  

わくわく☆クリスマス
　10時30分〜11時30分
　コーナー遊びやシアター
　虹の郷韮崎のおじいちゃん・

おばあちゃんサンタさんも
やってきます【予約不要】
よちよち教室

　受付　13時〜
　場所　ニコリ図書館
　対象児：平成26年1月生まれ
　ブックスタート事業やお子

さんの事故防止など
休館： （午前）

助産師さんと
　おしゃべり
　※6〜12か月児
　10時30分〜11時30分
　離乳食やはいはい・卒乳・

ママの健康相談など
　※0〜5か月児
　13時30分〜14時30分
　相談とベビーマッサージ　
　持ち物：バスタオル
　講師：井上裕子氏
　各定員10組【要予約】

休館：       休館：   

おそうじ大作戦
　9時〜17時
　一日かけて、みんなで
　「にら☆ちび」を大掃除！

休館：       

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：10時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～17時（入館16時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～16時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時〜17時
　『ムーミン（魔法の巻）』
　随時上映

からっぽひろば
　9時〜17時
　おもちゃやマットもなんに

もな〜いからっぽひろば

休館：  

「ひまつぶシネマ」
　上映会
　9時〜17時
　『うっかりペネロペ（おも

しろいこと大好き）』
　随時上映

サリー＆タケの
　マジックショー
　13時〜15時
　講師　相吉くに子さん
　　　　相吉丈雄さん
　参加無料
休館：

だっこの会
　11時〜11時30分
　わらべ歌、絵本の読み聞か
せ、手遊びなど
　対象：乳幼児【申込不要】
休館： （午前）

4か月児健診
　受付　13時〜
　対象児：平成26年
　　　　　8月生まれ
　小児科医師の診察、個別相

談など

休館：   

休館：        

休館：       
　　　    

休館：        
　　　     

休館：        
　　　    

：穂坂自然公園
　　利用時間：4月～11月　9時～17時
　　　　　　　12月～3月　冬期休館
　　農林課　農林振興担当
　　（内223〜225）

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316
○乳幼児の健診
　持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

○子育て教室
※よちよち教室は、市民交流センター
　２階図書館内読み聞かせの部屋
　持物：母子健康手帳、筆記用具など
○育児健康相談等
　持物：母子健康手帳
○健康づくり教室
　持物：各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
 ※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
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２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  

本
町
３
丁
目
５
番
３
号

納期限（口座振替日）
12月25日(木)
※固定資産税� 　第3期
※国民健康保険税　第6期
※介護保険料　� 第5期
※後期高齢者医療保険料
� 　第6期
収納徴収・管理担当
(内線163〜166)

今月の納税

市役所が電話で税金等の還付について、
ATMの操作を指示することはありません
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12月18日
●武田の里ライフカレッジ
　13時30分〜15時15分
　東京エレクトロン韮崎文

化ホール
　講師：野口健氏

12月20日
朗読のつどい

　14時〜15時
　対象：成人一般、学生、

目の不自由な方など
　【申込不要】（P17参照）

12月17日
ma-ma made

　アイシングクッキーを作ってみよう♪
　10時30分〜11時30分　ニコリ1階調理室
　クッキーをアイシングでデコレーション！
　講師：新里聖子氏　定員8名【要電話予約】託児付
　参加費300円　持ち物：エプロン・三角巾・ふきん・

大きめのタッパー

12月17日
ma-ma　made

　羊毛フェルトでクリスマスリースを作ろう！
　13時〜14時30分　ニコリ1階和室
　かわいいマスコットを使ってミニリース作り
　講師：草野景子氏　定員8名【要電話予約】託児付
　参加費300円　持ち物：ハンドタオル・ボンド

12月19日
●老壮大学
　13時〜15時
　ニコリ3階多目的ホール

　「クリスマス会」

12月24日（水）〜
　12月26日（金）
　保育園児・幼稚園児のご

利用は14時からです。


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	cal1
	cal2
	cal3
	cal4

